
平成29年度
多⾯的機能⽀払の取組内容

平成30年1⽉26⽇

福島県農林⽔産部農村振興課

第8回福島県多⾯的機能⽀払第三者委員会
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福島県農村振興課広域化・事務委託推進の取組

推進の取組

【活動組織】

• 広域化の必要性を感じていない

• 事務負担を軽減したいが、広域化では減らないと考えている

• 中山間地域では、中山間直払との連携も必要

• 出来ればどこかに事務を委託したい

広域化に係る課題

【市町村、土地改良区】

• 広域化の推進には、市町村の関わりが不可欠

• 広域化を進めるためにはメリットや具体的な手法の提供が必要

• 事務局を担う体制づくりが問題（人員、経費）

• 活動組織が多い市町村では事務処理に係る負担が大きい

（中山間直払に取組む地域では組織の規模が小さく、数も多い）

【方部別研修会】

• 活動組織を対象に開催

• 広域化と事務委託について、
県内の状況や設立のメリット、
手法などを説明し理解を促進

• 県北 1/12,1/19   300名

• 県中 9/12 670名

• 県南 11/6,11/7   350名

• 会津 8/31 530名

• 南会津 9/21 110名

• 相双 10/23        200名

• いわき 12/15 150名

2,310名

【市町村キャラバン】

• 広域化のメリットや具体的な
手法について説明

• 事務局体制（雇用や委託）、
経費や取組事例について説
明

• 対象市町村は、組織数が多く
広域化のメリットが大きいと考
えられる市町村を対象

• 対象市町村

– 二本松市、大玉村

– 平田村、古殿町

– 白河市、西郷村、中島村、棚倉町

矢祭町、鮫川村

– 昭和村

【テーマ別座談会】

• 既広域組織と広域化を目指す
市町村との意見交換会の実
施

• 具体的な手法や改善点など
の情報を共有

• 開催日時 平成29年11月７日

• 参加市町村

– 金山町（説明者）

– 桑折町

– 平田村

– 矢祭町

– 北塩原村

– 喜多方市

– 西会津町

【事務委託マッチング】

• 広域化にすぐに対応できない
組織に対して、外部事務委託
の手法も提示

• 改良区やＪＡのほか民間コン
サルを活用できるよう関係団
体へ意向調査

• 制度の理解促進のため、改良
区及び民間コンサル向けの制
度説明会を実施（11/2）

• 意向調査を踏まえ、マッチン
グサイトを開設し、活動同組
織へ情報を提供（予定）
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福島県農村振興課広域化・事務委託推進の取組

【方部別研修会】

• 各管内で説明を実施

• 今後、活動組織に対しどのよ
うなアプローチが有効か検討
が必要

• 事例紹介やマニュアルを作成
及び普及する必要

改善点や今後の課題

【市町村キャラバン】

• 広域化推進のためのノウハウ
の提供

• 広域化の推進活動経費など
の支援が必要

【テーマ別座談会】

• より具体的な手法の情報共有
ができるよう事務局側での誘
導が必要

【事務委託マッチング】

• 受入団体の拡大のため、団体
へ働きかけが必要

効果

• 平成３０年以降広域化を目指す動きが明確になってきている

• 市町村、土地改良区が主導して活動組織、集落へのアプローチが始まるようになった

【広域化予定組織】
平成３０年度 ２組織（市町村単位１、改良区単位１）
平成３１年度 ４組織（市町村単位２、ほ場整備単位２）
平成３２年度 ４組織（市町村単位１、旧村単位３（同一村内））

【事務委託】
平成２９年度 １２９組織

１７ 土地改良区 ７１組織
２ ＪＡ ３０組織
１ 農業者組織 １組織
１ 土地連 １組織
３ コンサルタント ２６組織

広域化の取組状況

福島県農村振興課

• 避難指示区域の見直しが進み、営農再開も進むことから、今後は農地の保全管理へ
の支援が必要となること想定されるため、営農再開支援事業と多面的機能支払との
連携を図り、地域で取組可能な手法を検討する。

※営農再開支援事業：営農再開するまで、除草等農地の保全管理、土づくり、農道や用水路等
の除草、清掃等に係る経費に対して農業者等へ支援（避難指示解除後3年後まで）
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避難指示解除区域への取組
避難指示解除区域の営農再開に向けた支援

• 該当地区における課題等を聞取り、課題に応じた解決方法等を提示しながら、継続的
に取組が行えるよう支援方法を検討。

• 現行制度において対応できない部分については、制度拡充や新たな支援制度の創設
等を国に対し提案。

取組内容

• 農業用施設（水路、農道等）の維持管理については、福島再生加速化交付金（営農再
開支援水利施設等保全事業）により、市町村が管理作業を外注し、当面対応する。

※営農再開支援水利施設等保全事業：農業用用排水施設等を保全するために必要な点検、見
回り、除草、清掃や利用再開のために必要な補修等に対し、実施主体である市町村を支援

• 同事業については、平成32年度までの制度となっているため、期間の延長を求めると
ともに、対応できない部分については、制度拡充や新たな支援制度の創設等を国に
対し提案する。

要望結果と今後の対応
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• 制度の理解醸成と活動組織の活動意欲の向上、活動の広がり促進するため、制度説明や活用方法、活動の
成果等を紹介する。
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制度の理解醸成の促進
制度の理解醸成の促進

• 日本型直接支払セミナー、方部別研修会など、理解醸成に向けた研修会を開催。

• 新たに活動組織を表彰する制度の創設、優良事例などの活動成果をホームページで紹介。

• 多面的機能支払の広報誌の作成、配布

取組内容

【目的】

• 危機感の共有による地域内外の協力しやすい環境作り。

• 事例紹介等をすることで、制度の理解を深め、自らの地域にいかにして落とし込むかを具体的に考えてもらう。

• 日本型直払交付金の有効な活用について考えてもらう。

日本型直接支払セミナー

• 開催日時 平成29年11月21日（火）13：00-16：30

• 参加者 県内活動組織、市町村担当者、ＪＡ、土地改良区等 300名
• 内容

○基調講演 「直接支払制度の現状と農山村の展望」 明治大学 橋口准教授

「福島県の鳥獣被害の現状と対策」 農研機構 藤本研究員

○事例発表 （多面）井上水土里保全会（いわき市）

（環境）郡山環境保全農業研究会（郡山市）

福島県農村振興課
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制度の理解醸成の促進

• 農業・農村の良好な保全と質的向上を図る「多面的機能支払」を活用し、優良な取組を行っている活動組織を
表彰することにより、各活動組織のより活発な活動を促すことと併せ、その活動事例を紹介し、県民の農業・農
村の多面的機能の発揮に対する理解を広める。

【選考の視点】 ・体制強化 ・地域活性化 ・地域の保全

優良事例表彰

○優良活動組織表彰 受賞活動組織一覧

福島県知事賞 金山町農地維持環境保全協議会 体制の強化 １町１組織の広域化を行い、活動体制を強化 金山町

福島民報社賞 新田地区保全会 地域農業振興
水路整備の直営施工や獅子舞の実施による
地域コミュニティの活性化

矢吹町

福島民友新聞社賞 川原田地域資源保全会 地域の活性化
農耕行事「むじなぶち」を復活し、地域コミュ
ニティを活性化

中島村

特別賞 湯川村農地保全協議会 地域農業振興
雑草抑制のためにカバープランツを導入し、
担い手の負担を軽減

湯川村

特別賞 浜尾地区資源保全隊 体制の強化 集落全員での活動参加により、体制を強化 須賀川市

特別賞 板仲みんなの里山保全会 地域の活性化
ホトケドジョウの保護とあやめ祭りと通じた地
域交流活動を実施

石川町

特別賞 板橋環境保全会 地域の活性化
生態系調査をきっかけとした地域交流と共同
作業による遊休農地の減少

白河市

特別賞 青木環境保全会 地域の活性化
希少生物であるイトヨの生息環境を守る取組
を地元小学校も含め実施

会津坂下町

表彰区分 特徴的な活動 市町村組織名 テーマ区分
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制度の理解醸成の促進

• 制度の変更点、県の取組など活動組織に情報提供したい内容を簡易なチラシにて発信

• 活動における注意点や取組拡大に向けた優良事例に関する情報提供

• 市町村から活動組織への情報提供を行う際の資料としての活用

【平成29年度】

・第1号（平成29年８月２日発行） 特集：制度の改正（平成29年度）

・第2号（平成29年11月20日発行） 特集：資源向上活動（長寿命化）の注意点

・第3号（平成30年２月発行予定）

多面的機能支払の広報誌
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体
等

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
な

ど

◆
チ

ラ
シ

、
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
広

報
誌

、
ポ

ス
タ

ー
の

作
成

・
頒

布

◆
看

板
・
ポ

ス
タ

ー
の

設
置

追
加

！

熱
中

症

作
業

中
の

熱
中

症
は

危
険

で
す

！

天
気

予
報

と
体

調
を

チ
ェ

ッ
ク

！
•

急
に

暑
く
な

る
日

は
要

注
意

で
す

。
•

寝
不

足
、

風
邪

気
味

な
ど

体
調

不
良

時
は

無
理

を
し

な
い

で
く
だ

さ
い

。

！
こ

ま
め

な
水

分
補

給
と

休
憩

を
•

喉
が

渇
く
前

に
、

こ
ま

め
に

水
分

を
と

り
ま

し
ょ

う
。

•
時

間
を

決
め

て
、

涼
し

い
場

所
で

休
憩

し
て

く
だ

さ
い

。

！
涼

し
い

服
装

と
安

全
な

作
業

環
境

で

•
つ

ば
の

広
い

帽
子

を
か

ぶ
り

、
熱

を
逃

し
や

す
い

服
装

で
作

業
を

し
ま

し
ょ

う
。

•
作

業
は

で
き

る
限

り
２

人
以

上
で

行
っ

て
く
だ

さ
い

。

高
齢

者
は

若
者

に
比

べ
、

暑
さ

や
喉

の
渇

き
を

感
じ

に
く
く
な

っ
て

い
ま

す
。

お
互

い
に

声
を

掛
け

合
い

ま
し

ょ
う

。

◆
水

田
の

畑
地

化
に

伴
う

単
価

の
経

過
措

置
◆

水
田

を
畑

地
化

す
る

場
合

、
そ

の
時

点
の

活
動

期
間

中
に

限
り

農
地

維
持

支
払

の
交

付
単

価
は

水
田

の
単

価
を

適
用

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

野
菜

等
の

高
収

益
作

物
へ

の
転

換
を

後
押

し
し

ま
す

！1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

３
０

０
０

２
０

０
０

（
円
/1
0
a）

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

３
０

０
０

（
円
/1
0
a）

単
価

が
大

幅
減

！
！

3
年

目
に

畑
地

化
し

た
場

合
・
・
・

《
畑

地
化

・
・
・
水

田
の

畑
利

用
で

は
な

く
、

畦
畔

を
取

り
払

う
な

ど
し

て
将

来
も

畑
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

》

今
ま

で
平

成
2
9
年

度
以

降

多
面

的
機

能
支

払
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
《
ご

質
問

等
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

》

◇
各

市
町

村
多

面
的

機
能

支
払

事
業

担
当

◇
福

島
県

多
面

的
機

能
支

払
推

進
協

議
会

（
福

島
県

土
地

改
良

事
業

団
体

連
合

会
内

） 0
2
4
‐5
3
5
‐0
3
9
7

◇
農

林
事

務
所

農
村

整
備

部
［
県

北
］0
2
4
‐5
2
1
‐2
6
1
7

［
県

中
］0
2
4
‐9
3
5
‐1
3
3
3

［
県

南
］0
2
4
8
‐2
3
‐1
5
8
7

［
会

津
］0
2
4
2
‐2
9
‐5
3
3
3

［
南

会
津

］0
2
4
1
‐6
2
‐5
2
7
7
    ［

相
双

］0
2
4
4
‐2
6
‐1
1
6
1

［
い

わ
き

］0
2
4
6
‐2
4
‐6
1
8
3

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
福

島
県

農
村

振
興

課
★

こ
れ

で
検

索
！

単
価

が
変

わ
り

ま
せ

ん
！

そ
の

２

そ
の

３



今
回

は
県

内
で

の
取

り
組

み
が

増
え

て
い

る
資

源
向

上
活

動
（長

寿
命

化
）や

中
間

指
導

に
関

す
る

注
意

点
を

テ
ー

マ
に

お
届

け
し

ま
す

！

◆
直

営
施

工
す

る
場

合
の

注
意

点
◆

V
o
l.2

2
0
1
7
.1
1
.2
0

発
行

の

発
行

元
：
福

島
県

農
林

水
産

部
農

村
振

興
課

福
島

県
多

面
的

機
能

支
払

広
報

誌
第

２
号

を
お

届
け

し
ま

す
。

今
回

の
特

集
は

「資
源

向
上

活
動

（長
寿

命
化

）の
注

意
点

」で
す

。

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

で
は

、
長

寿
命

化
を

行
う

活
動

組
織

が
増

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら

活
動

を
行

う
活

動
組

織
も

多
い

こ
と

か
ら

、
そ

の
際

の
注

意
点

を
お

伝
え

し
ま

す
。

特
集

タ
ニ

ッ
シ

ー

活
動

前
日

ま
で

に
「
現

地
の

下
見

」
「
打

ち
合

わ
せ

」
「
緊

急
連

絡
先

の
確

認
」
を

必
ず

行
い

ま
し

ょ
う

の
活

動
前

に
「
保

険
」
に

必
ず

入
り

ま
し

ょ
う

の
活

動
日

も
参

加
者

一
人

一
人

が
「
事

故
防

止
の

意
識

」
を

持
ち

ま
し

ょ
う 緊

急
連
絡
表
の
作
成

機
具

等
の
安

全
な

操
作

方
法

の
習

得
参
加
者
の
年
齢
・
作
業
熟
練
度
等
を

考
慮
し
た
作
業
計
画

下
見
で
作
業
現
場
の

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

・
手

続
き

に
2
週

間
程

度
か

か
る

た
め

、
早

め
に

参
加

者
を

決
め

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

・
金

額
は
1
日

あ
た

り
数

十
円

か
ら

数
百

円
ま

で
様

々
で

す
。

近
隣

の
保

険
会

社
に

相
談

し
て

み
ま

し
ょ

う
。

・
イ

ベ
ン

ト
保

険
は

重
機

使
用

の
活

動
ま

で
保

障
し

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

保
障

内
容

・
範

囲
を

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

保
険
料
は
多

面
的

支
払
交

付
金

に
よ
る
支

援
の
対

象
で
す

！

作
業

現
場

の
情

報
を
共

有
機

具
等

の
点

検
緊

急
連

絡
表

の
掲
示

・
携
帯

危
険

な
場

所
な

ど
を

複
数

人
で

確
認

し
ま

し
ょ

う

体
力

や
当

日
の

体
調

も
考

え

無
理

の
な

い
計

画
を

立
て

ま
し

ょ
う

参
加

者
の

ほ
か

最
寄

り
の

医
療

機
関

（
複

数
）

や
救

急
（
１

１
９

）
な

ど
も

！
事

前
に

免
許

の
取

得
や

講
習

の
受

講
を

し
ま

し
ょ

う

使
用

前
に

も
う

一
度

機
具

等
を

確
認

し
ま

し
ょ

う

見
や

す
い

場
所

に
掲

示通
報

担
当

者
が

携
帯

参
加

者
と

現
場

の
状

況
を

共
有

し
て

、
作

業
手

順
・
役

割
を

説
明

し
ま

し
ょ

う

緊
急

連
絡

先
○

○
病

院
0
2
4
（
12）3456

▲
▲

さ
ん

0
9
0
‐1
2
34‐5

67
8

●
●

さ
ん

0
9
0
‐9
8
76‐5

43
2

◆
◆

さ
ん

0
8
0
‐5
6
78‐1

29
8

 
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

例
研

究
会

開
催

 

 
複

数
の

施
工

会
社

か
ら

見
積

も
り

を
取

り
、

最
も

安

価
な

会
社

と
契

約
し

て
い

ま
す

か

 
契

約
書

の
内

容
（工

事
内

容
、

契
約

日
、

契
約

者
、

収
入

印
紙

な
ど

）は
適

切
で

す
か

 
委

託
業

務
の

業
務

日
報

、
出

来
形

資
料

等
の

書

類
が

き
ち

ん
と

整
理

さ
れ

て
い

ま
す

か

 
検

査
や

引
き

渡
し

の
際

に
、

現
地

で
立

ち
合

い
、

問
題

な
い

か
確

認
し

て
い

ま
す

か

 
請

求
、

支
払

い
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

ま
す

か

◇
福

島
県

農
林

水
産

部
農

村
振

興
課

0
2
4
‐5
2
1
‐7
4
1
6

多
面

的
機

能
支

払
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
《
ご

質
問

等
お

気
軽

に
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

》

◇
各

市
町

村
多

面
的

機
能

支
払

事
業

担
当

◇
福

島
県

多
面

的
機

能
支

払
推

進
協

議
会

（
福

島
県

土
地

改
良

事
業

団
体

連
合

会
内

） 0
2
4
‐5
3
5
‐0
3
9
7

◇
農

林
事

務
所

農
村

整
備
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［
県
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］0
2
4
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1
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6
1
7

［
県

中
］0
2
4
‐9
3
5
‐1
3
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3

［
県

南
］0
2
4
8
‐2
3
‐1
5
8
7

［
会

津
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2
4
2
‐2
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‐5
3
3
3

［
南

会
津

］0
2
4
1
‐6
2
‐5
2
7
7
    ［

相
双

］0
2
4
4
‐2
6
‐1
1
6
1

［
い

わ
き

］0
2
4
6
‐2
4
‐6
1
8
3

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
福

島
県

農
村

振
興

課
★

こ
れ

で
検

索
！

◆
工

事
委

託
を

す
る

場
合

の
注

意
点

◆

す
べ

て
の

活
動

を
委

託
す

る
場

合
、

施
工

者
と

契
約

を
行

う
必

要
が

あ
る

の
で

、
以

下
の

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

を
確

認
し

て
く
だ

さ
い

。

原
因

主
な

け
が

等
の

内
容

転
倒

・
転

落
骨

折
、

打
撲

草
刈

り
機

の
接

触
足

等
の

裂
傷

倒
木

頭
部

損
傷

車
両

事
故

骨
折

、
内

臓
損

傷

そ
の

他
（
資

材
接

触
等

）
骨

折
、

打
撲

等

そ
の

他
1
7
%

車
両
事
故

9%倒
木

1
1
%

草
刈

り
機

の
接

触
2
4
% 転

倒
・

転
落

3
9
%

◆
事

故
の

傾
向

◆
【
事

故
原

因
の

内
訳

】

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
8
年

度
に

8
8件

の
事

故
が

報
告

さ
れ

、
死

亡
事

故
も

発
生

し
て

い
ま

す
。

発
生

原
因

で
は

、
転

倒
・
転

落
お

よ
び

草
刈

り
機

の
接

触
で

過
半

数
を

占
め

て
い

ま
す

。

作
業

環
境

の
確

認
・
機

械
等

の
安

全
な

使
用

を
お

願
い

し
ま

す

参
考

：

全
国

の
活

動
組

織
数

2
9
,0
7
9
組

織
（
H
2
8
)

万
が

一
事

故
が

発
生

し
た

際
は

、
各

市
町

村
担

当
者

ま
で

報
告

し
て

く
だ

さ
い

。

1
0
月

1
1
日

（
火

）
・
1
2日

（
水

）
、

国
立

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

記
念

青
少

年
総

合
セ

ン
タ

ー
（東

京
都

）に
お

い
て

、
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
事

例
研

究
会

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。

11日
は

活
動

の
体

制
強

化
の

事
例

と
し

て
、

金
山

町
の

金
山

町
農

地
維

持
環

境
保

全
協

議
会

か
ら

「広
域

活
動

組
織

の
設

立
に

至
る

プ
ロ

セ
ス

」等
を

ご
紹

介
い

た
だ

き
、

ま
た

、
翌

12日
に

は
、

テ
ー

マ
別

意
見

交
換

（活
動

の
体

制
強

化
）が

行
わ

れ
ま

し
た

。

金
山

町
の

先
進

的
な

取
組

に
対

し
、

質
問

が
出

る
な

ど
、

活
発

な
研

究
会

と
な

っ
て

い
ま

し
た

。

当
日

の
資

料
が

「農
林

水
産

省
多

面
的

機
能

支
払

」
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

ぜ
ひ

ご
覧

く
だ

さ
い

。
h
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w
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主
な

確
認

書
類

（
組

織
、

市
町

村
に

よ
っ

て
異

な
り

ま
す

）

 
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
に

係
る

中
間

指
導

の
実

施
 

1
1
月

以
降

、
県

内
で

は
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
に

取
り

組
む

活
動

組
織

を
対

象
に

、
各

市
町

村
に

お
い

て
指

導
・
助

言
を

行
う

「中
間

指
導

」
が

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

。
中

間
指

導
で

は
、

計
画

書
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
活

動
の

実
施

状
況

や
記

録
、

金
銭

の
出

納
状

況
な

ど
に

つ
い

て
確

認
が

行
わ

れ
ま

す
の

で
、

書
類

等
の

整
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

●
金

銭
の

出
納

帳
、

活
動

記
録

、
領

収
証

、
預

金
通

帳
●

総
会

資
料

、
決

定
事

項
を

記
載

し
た

書
面

（議
事

録
な

ど
）

●
点

検
の

記
録

、
機

能
診

断
の

記
録

●
年

度
活

動
計

画
、

農
村

環
境

保
全

活
動

の
計

画
●

日
当

等
の

単
価

表
●

備
品

台
帳

、
財

産
管

理
台

帳
●

財
産

譲
渡

の
関

係
書

類
●

そ
の

他
活

動
を

証
明

す
る

書
類

（会
議

資
料

、
調

査
結

果
、

契
約

書
な

ど
）

中
間

指
導

で
指

導
・
指

摘
を

受
け

た
事

項
は

速
や

か
に

改
善

し
て

く
だ

さ
い

！

ご
不

明
な

点
が

あ
る

際
は

、
市

町
村

へ
ご

相
談

く
だ

さ
い

！


